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研究要旨：脳卒中は運動麻痺，言語障害，認知機能障害などの後遺症を残すことも少な 

くなく，再発予防のための治療，リハビリテーション，就労支援，各種介護・福祉サービ 

ス，緩和ケア及び終末期医療を含めて，急性期・回復期・維持期 (生活期) の施設，更に 

は在宅療養に至るまでシームレスな医療・介護・福祉の連携体制を構築しなければならな 

い．各地域の回復期リハビリテーション病院，維持期 (生活期) 医療機関，地域包括ケ 

に関わる多職種に地域連携において重視している指標，実際に指導している項目，不足し 

ている情報などについて調査する．1年目は管理栄養士への調査を実施した．2年目は薬 

局の薬剤師，回復期以降の病院に勤務する薬剤師，ケアマネジャーへの調査を実施した．
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地域の薬局で働く薬剤師，回復期または維持期の医療機関で働く薬剤師に共通して，不足
している情報として，服薬指導の内容，薬剤の変更点・意図・今後の方針，患者の理解度・
アドヒアランス，必要な検査値・目標値が挙げられた． ケアマネジャーが重視している
情報のうち，疾患の予後や今後に関する説明内容，患者・家族の理解度，栄養指導の内容，
患者・家族の希望，生活習慣病の治療・目標値・注意点などは不足している情報の上位で
もあった．ケアマネジャーは多職種の情報提供書への関心が高く，容易に必要な情報を共
有できるシステムが必要である．1年目の管理栄養士への調査の結果と合わせて，地域で
共有すべき疾患管理プログラムに盛り込むべき項目を抽出した．   

 

Ａ．研究目的 

連携における疾患管理プログラムのツー

ルとして「脳卒中地域連携パス」が活用され

てきたが，統一した重要項目の設定がなさ

れておらず，回復期医療機関以外の維持期 

(生活期) 医療機関，地域包括ケアシステム，

かかりつけ医への継続が不十分であった．

また，パスの作成や利用に関わる職種では，

医師，看護師，リハビリテーション専門職の

頻度は高かったが薬剤師，管理栄養士の頻

度が少なかった．そこで地域の薬局，回復

期，維持期 (生活期) 医療機関，地域包括

ケアのなかで脳卒中患者のケアに従事する

薬剤師に対し，脳卒中地域連携で重視する

指標，不足している情報，現状の課題に関す

る調査を，日本薬剤師会および日本病院薬

剤師会の協力の下実施した．  

本研究の目的は，地域で活躍する薬剤師

の視点から，脳卒中患者の疾患管理プログ

ラムに盛り込むべき項目を明らかにするこ

とである．  

 

Ｂ．研究方法 

 日本薬剤師会および日本病院薬剤師会の

協力の下，全国の薬局や回復期，維持期 (生

活期) 医療機関，施設などで脳卒中患者の

ケアに従事する薬剤師に対し，別紙資料 1

および別紙資料 2 のアンケート調査を実施

した．さらに，日本介護支援専門員協会の協

力の下，脳卒中患者のケアに従事するケア

マネジャーに対し，別紙資料 5 のアンケー

ト調査を実施した．  

 

Ｃ．研究結果 

 別紙資料 3，別紙資料 4および別紙資料 6

を参照． 

  地域の薬局で働く薬剤師，回復期または

維持期の医療機関で働く薬剤師に共通して，

不足している情報として，服薬指導の内容，

薬剤の変更点・意図・今後の方針，患者の理

解度・アドヒアランス，必要な検査値・目標

値が挙げられる．実際に抗血栓薬や危険因

子の管理のための薬剤については指導され

ており，そのためにも必要な情報といえる．

これらの情報が確実に連携できるシステム

の構築が必要と思われた． 

 ケアマネジャーが重視している情報のう

ち，疾患の予後や今後に関する説明内容，患

者・家族の理解度，栄養指導の内容，患者・

家族の希望，生活習慣病の治療・目標値・注

意点などは不足している情報の上位でもあ

った．その他，ACP に関する説明内容，復職・

復学に関する支援内容，服薬指導の内容，運

転の可否に関する情報，高次脳機能障害な
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ど，患者の QOL 向上のための支援に不可欠

と思われる情報も不足していることがわか

った．ケアマネジャーは多職種の情報提供

書への関心が高く，容易に必要な情報を共

有できるシステムが必要であると思われた． 

 1 年目の管理栄養士への調査結果も合わ

せると，多職種で共有すべき疾患管理プロ

グラムに含むべき項目として， 

・基本情報 
・診断名 
・合併症，併存疾患 
・危険因子の目標値 
・必要な検査値 (PT-INR, HbA1c，LDL コ
レステロール，TG，腎機能，血圧など) 
・抗血栓薬の種類，用量 
・失語症，高次脳機能障害，認知症について 
・嚥下障害，食事形態・栄養経路 
・患者・家族への説明内容，理解度，患者・
家族の意思 (運転，就労，ACP 含む) 
・リハビリテーションの経過，日常生活自
立度およびその推移 
・疾患管理・ケアの目標・方針 
・体重の推移 
・目標・提供・摂取カロリー，塩分量 
・栄養指導 
・アレルギー，副反応 
・薬剤変更の理由 
・アドヒアランス状況 
・服薬指導 
が，抽出された．今後，これらの項目を盛り
込んだ疾患管理プログラムの試験運用と有
用性の評価を行う予定である． 
Ｄ．考察 

地域の薬局で働く薬剤師，回復期または

維持期の医療機関で働く薬剤師に共通して，

不足している情報として，服薬指導の内容，

薬剤の変更点・意図・今後の方針，患者の理

解度・アドヒアランス，必要な検査値・目標

値が挙げられる．実際に抗血栓薬や危険因

子の管理のための薬剤については指導され

ており，そのためにも必要な情報といえる．

その他，ポリファーマシー，出血・アレルギ

ーを含めた副反応，調剤方法，認知機能も重

視されている．以上の情報については，急性

期医療機関を退院した後に，地域の薬剤師

に確実に共有されるべき項目であり，脳卒

中地域連携パスへの入力を検討すべきであ

る． 

 ケアマネジャーが重視している情報のう

ち，疾患の予後や今後に関する説明内容，患

者・家族の理解度，栄養指導の内容，患者・

家族の希望，生活習慣病の治療・目標値・注

意点などは不足している情報の上位でもあ

った．その他，ACP に関する説明内容，復職・

復学に関する支援内容，服薬指導の内容，運

転の可否に関する情報，高次脳機能障害な

ど，患者の QOL 向上のための支援に不可欠

と思われる情報も不足していることがわか

った．ケアマネジャーは多職種の情報提供

書への関心が高く，容易に必要な情報を共

有できるシステムが必要である． 

 

Ｅ．結論 

今回の調査により，管理栄養士，薬剤師，

ケアマネジャーが重視している項目が明ら

かとなった．これらの項目は必ずしも十分

に連携されておらず，多職種での共有体制

も整備されていない．今回抽出された項目

をさらにブラッシュアップし，疾患管理プ

ログラムとして共有するシステムの構築が

必要である． 

 

Ｆ．研究発表 
1.  論文発表 
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 なし 
 
 2.  学会発表 
 なし 
 
Ｇ．知的所有権の取得状況 
 1. 特許取得 
 なし 
 
 2. 実用新案登録 
 なし 
 
 3.その他 
 特記事項なし 
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